
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

会 議 録 

１ 会議名 

第 49 回上越市美術展覧会 第 2回運営委員会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

  ・協議事項 

 ■報告 

   ・第 49 回上越市美術展覧会出品状況（公開） 

   ・上越市美術展覧会日程について（公開） 

 ■協議 

（１）部門別展示レイアウトについて（公開） 

（２）部門別入賞点数及び佳作点数について（公開） 

（３）運営委員の審査担当部門について（公開） 

（４）審査上の注意点（公開） 

（５）審査員講評原稿の作成について（公開） 

（６）その他 

  ■その他 

     第 50 回記念企画（案）について 

３ 開催日時 

令和元年 9月 28 日（土） 正午から 

４ 開催場所 

高田公園オーレンプラザ 研修室 

５ 傍聴人の数 

0 人 

６ 非公開の理由 

   なし 

７ 出席した委員（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

  委 員：筑波 進（委員長）、洞谷 亜里佐（副委員長）小林 充也、五十嵐 正、 

松尾 大介、大藏 豊彦、兪 期天、山田 真一、藤野 正二、関 敏雄、 

木村 隆（以上 11 人出席） 



事務局：小嶋課長、北澤係長、池亀主事 

 

８ 発言の内容   

■報告 

 ・第 49 回上越市美術展覧会出品状況 

（事 務 局）：（資料 1ページに基づき説明） 

（委 員 長）：事務局の説明について、質問、意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

・上越市美術展覧会日程等について 

（事 務 局）：（資料 2～4ページに基づき説明） 

（委 員 長）：事務局の説明について、質問、意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

■協議 

（１）部門別展示レイアウトについて 

（事 務 局）：（別紙会場略図に基づき説明） 

（委 員 長）：オーレン会場のレイアウトが、第 1回運営委員会にて承認されたものから

変更となりました。当初は会場右側に洋画・版画、左上に日本画、左下に

彫刻・立体造形、工芸・グラフィックデザインでしたが、鑑賞順路を考え

た時に洋画・版画の間に他部門が入ってしまうため、反転させました。彫

刻・立体造形の大きな作品は、会場内の広いスペースに自由に置いてもい

いでしょう。 

（松尾委員）：昨年、そのようにしようとしましたが、絵画の前は気が引けたため、結果

的にしなかった経緯があります。 

（委 員 長）：自分たちの部門の作品のことを第一に考えて判断してもらって構いません。 

（松尾委員）：日本画、洋画・版画部門の展示指示の方と話し合い、決めたいと思います。 

（委 員 長）：ほかに質問、意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

 

（２）部門別入賞点数及び佳作点数について 

（事 務 局）：（資料 1ページ、5ページ、別紙入賞数・佳作数検討資料に基づき説明） 



（委 員 長）：今年は全部門で出品者数増となっています。特に彫刻・立体造形部門は 3

人増で 1.5 倍となっていますので、佳作を 1点増としたいと考えますが、

いかがでしょうか。 

（委  員）：異議なし。 

（委 員 長）：また、工芸・グラフィックデザイン部門は出品者数が 20 人を超えたため、

新潟日報美術振興賞の選考対象となります。日報賞を追加することにより

入賞点数が 2点となりますが、日報賞を除く入賞率が 4.8％と全体平均を

4.4 ポイント下回ることとなります。市展賞、優秀賞、奨励賞のいずれか

で 1点、日報賞で 1点とし、佳作を 1点増としたいと考えますが、いかが

でしょうか。 

（委  員）：異議なし。 

（委 員 長）：他に質問、意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

 

（３）運営委員の審査担当部門について 

 （事 務 局）：（資料 6ページに基づき説明） 

（委 員 長）：資料 6ページのとおり、お願いします。質問、意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

（４）審査上の注意点、（５）審査員講評原稿の作成について 

 （事 務 局）：（資料は 7ページに基づき説明） 

審査後、審査員による講評がありますので、15:00 を目途に審査をお願い

します。また、17:00 までには講評原稿の作成を終了いただけるように担

当部門の運営委員から声掛けをお願いします。 

 （委 員 長）：担当部門の運営委員が講評原稿の作成について、対応願います。 

       審査上の注意点及び審査員講評原稿について、ご意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

（６）その他 

 ・ 運営委員講評原稿の作成について 

（事 務 局）：(資料 8ページに基づき説明） 

運営委員からも講評を作成いただきます。 



9 月 30 日(月)までに事務局へ提出をお願いします。 

 （委 員 長）：委員は講評原稿を作成後、各自事務局へ提出するようにお願いします。 

        質問、意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

 

■その他 

・第 50 回記念企画（案）について 

（事 務 局）：(資料 10 ページに基づき説明） 

（委 員 長）：事務局から説明のあったとおり、今後数回にかけて検討委員会を開催しま

すので、各部門から代表者を 1 人選出願います。質問、意見等ありませんか。 

-----特になし----- 

 

９ 問合せ先 

教育委員会 社会教育課 生涯学習係 ℡：025-545-9245 

E-mail : shakaikyouiku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


